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青少年奉仕月間

皆さんこんにちは。ゴールデンウィーク明けの１１日に、
「経済安全保障推進法」という法律が、参議院本会議で可
決、成立しました。同法は、供給網（サプライチェーン）強
化、基幹インフラの安全確保、官民による先端技術開発、
特許の非公開、の４本柱で構成されています。
法案の趣旨は、「国際情勢の複雑化、社会経済構造の変
化に伴い、安全保障を確保するためには、経済活動に関し
て行われる国家及び国民の安全を害する行為を未然に防
止する重要性に鑑み、安全保障の確保に関する経済施策
を総合的かつ効果的に推進するため、基本方針を策定す
るとともに、安全保障の確保に関する経済施策として、所
要の制度を創設する」、というもので、所要の制度の一つ
に、「特許出願の非公開に関する制度」というものがありま
す。
特許制度は、発明公開の代償として一定期間独占権を付
与し、発明を公開することによって新たな新規技術が生ま
れ、技術の進歩に貢献する制度でありますので、「特許出
願の非公開」いわゆる秘密特許制度いうものは特許制度
の根本を揺るがしかねません。

特許出願の非公開に関する制度の趣旨は、公にするこ
とにより国家及び国民の安全を損なう事態を生ずるお
それが大きい発明が記載されている特許出願につき、出
願公開等の手続を留保するとともに、その間、必要な情
報保全措置を講じることで、特許手続を通じた機微な技
術の公開や情報流出を防止する、というものです。
制度の概要としましては、技術分野等によるスクリー
ニング（第一次審査）、発明の情報を保全することが適
当と認められるかの審査、保全指定となっています。
保全指定がなされますと、出願の取下げの禁止、発明
の実施の許可制、発明内容の開示の原則禁止、発明情
報の適正管理義務、
他の事業者との発明
の共有の承認制、外
国への出願の禁止な
どの効果が生じます。
また、日本でした特
定分野に属する発明
については、まず日本

町に灯を いのちのうた

〈第1750回〉 2022年5月24日（火） 本年度第35回

担当： 秀島会員担当：各委員長
近未来とメタバースクラブアッセンブリー

5月31日（火）

奉仕しよう
みんなの人生を豊かにするために



（１ページより）

５／１０の次年度理事会にて、2022-2023年度の以
下が決定しました

に出願しなければならない、外国出願制限（第一国出願
義務）もあります。
保全指定された場合の補償としては、発明の実施の不
許可等により損失を受けたものに対し、通常生ずべき損
失を補償するとしています。
以上が制度概要であり、施行期日は公布後２年以内と
いうことです。運用が非常に難しいと思いますので、今後
も注視していきたいと思っています。

秀 島 会 員 先週　欠席のおわび
連休もあり１ヵ月ぶりとなりました。
お久しゅうございます。

谷 会 員 在籍25年になった亡霊会員の谷です。
娘、秀真（ほつま）は只今２浪中です。
高齢者の父親は、頑張っています。今後
共、宜しくお願い致します。

国内に広がる薬物乱用の問題について、「ダメ・絶対」
運動を推進する（公財）麻薬・覚せい剤乱用防止センター
理事の中山悦憲氏による報告です。摘発された人の約７
割を占める20歳未満の若者の間で急増する大麻乱用に
ついて、インターネットによる入手などの実態を紹介さ
れ、有害性がない、たばこや酒より安全といった誤った情
報拡散の危険性が指摘されています。更に、若年層に直
接薬物乱用の恐ろしさを伝える大切さに気付き、中学校
での薬物乱用防止教室「ダメ、ゼッタイ」を開催するなど
長年の活動を続ける東京恵比寿RCの取り組みが紹介さ
れています。

【４月の青少年奉仕月間の特集：若年化する薬物パン
デミック】

横組  P.7～13

2020年1月8日に2730地区（鹿児島・宮崎）鹿児島南
RC社会奉仕委員会第11回児童虐待防止イベントでの増
田クリニック院長 増田彰則氏の講演の要旨からです。
心療内科医として年間250人近い幼稚園児から高校
生までの子どもを診て、その子供たちの抱えている問題
がもはや家庭では手に負えない、どうにかして欲しいとい
う親からの切実な訴えが増えている。調べてみると行き着
いたのが2歳児問題です。
中学生、高校生の不登校の原因の多くは睡眠不足で、

その背景はインターネットやゲーム、スマホ依存などによ
る障害です。ゲーム障害は小学生低学年にも顕著で、更
には4～6歳の7～8割、2歳児で5割、１歳児でも2割がス
マホをしており、スマホ依存症に近い反応を示すのは、1
歳児で17％、２歳児で23％と最も高い割合を示した。こ
こから「2歳児問題」として問題提起した。スマホが乳幼児
に与える影響は甚大で、①アイコンタクトとスキンシップ
の減少、②睡眠障害、③イライラしやすくなる、④脳の発
達遅れ、⑤言語発達の遅れ、⑥社会性発育の遅れ、⑦注
意力の低下が挙げられる。７～８割の親が子供の前で
ゲームやスマホをし、家庭での使用ルールは、子どもが低
年齢の親ほど決めていない。母親の就寝時間が遅くなれ
ばなるほど乳幼児が遅くまで起きている割合が増える。子
どもの脳の健全な発達は大人の責任です。親の自覚と家
庭でのルール作りとしつけ、社会と国に、一体となった問
題の共有と夜の9時～翌朝6時までの「メディア・オフ」の
時間の設定等の施策の提言をされています。

【低年齢化する子供のメディア漬け～2歳児問題～】

縦組  P.4～8

￥5,000.-　　累計　￥399,500.-

委員　菊井　康夫　広報・IT・会報・雑誌委員会報告

「ロータリーの友」　5月号記事紹介

1.先日の理事会において、６月１４日の夜例会ですがそ
の時の状況により、昼にするか夜にするか判断いたし
ます。

 仮に夜になった場合、希望者のみ２０００円追加でア
ルコールを飲み放題で提供致します。

1.役員・会計監査及び委員会構成を最終確認しました
2.主要年間行事及び卓話担当が決定（夜例会６回／年）
しました
2.クラブフォーラムと卓話を両方お願いする方もいらっ
しゃいますが、よろしくお願いします
3.収支予算が決定（但しRI人頭分担金122/＄は130/
＄に見直す）しました

次年度幹事報告 副幹事：稲垣 良二

幹事報告 幹事：須田 幸史朗



稲 垣 会 員 ウクライナ侵攻が早く終息する事を願う
ばかりです。

￥13,000.-　　　　累計　￥64,000.-

5月17日【1749回】

会員数　 　 　 　 2 8 名
（内出席規定免除  11名）

出席会員   13名中  8名

出席免除会員  11名中  7名

休止会員　　　   4名 

出 席 率 15/20  75.00%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 15名

前々回  18/21  Ｍ/Ｕ3名

修正出席率 18/21 185.71%

コロナが蔓延して依頼、青少年奉仕活動もなかなか進
んでおらず今年度もコロナの行動規制は解除されたもの
の、人が集まる活動はなかなか進めていきにくい状況で
す。
青少年奉仕委員長からの引き継ぎ事項として、鶴見区

との青少年奉仕活動の検討というのもございまして、以
前行っていたボーイスカウトとのゴミ拾いや、横堤中学
校との交流、今年度までとなった芋掘りイベントなどに代
わる行事等を考えていきたいと思います。

前年度はCPAOに寄付をいたしました。
今年度も寄付の検討もしておりまして、先日お話を伺
いました鶴見子どもホスピスと言う施設があるのです
が、「生命を脅かす病気と共に暮らす子どもとその家族
が、家庭的な環境の中で安らぎ、楽しみ、学び、慈愛を得
ることができ、そして、つらいとき、悲しいとき、いつも支
えが得られる場所であり人であり続けます。」と言うミッ
ションの元活動をされています。
つい先日まで、クラウドファンディングで『難病のティー

ンエイジャーが本気で遊べるゲーミングルームを作りた

コロナが蔓延して依頼、青少年奉仕活動もなかなか進
んでおらず今年度もコロナの行動規制は解除されたもの
の、人が集まる活動はなかなか進めていきにくい状況で
す。
青少年奉仕委員長からの引き継ぎ事項として、鶴見区

との青少年奉仕活動の検討というのもございまして、以
前行っていたボーイスカウトとのゴミ拾いや、横堤中学
校との交流、今年度までとなった芋掘りイベントなどに代
わる行事等を考えていきたいと思います。

前年度はCPAOに寄付をいたしました。
今年度も寄付の検討もしておりまして、先日お話を伺
いました鶴見子どもホスピスと言う施設があるのですが、
「生命を脅かす病気と共に暮らす子どもとその家族が、家
庭的な環境の中で安らぎ、楽しみ、学び、慈愛を得ること
ができ、そして、つらいとき、悲しいとき、いつも支えが得
られる場所であり人であり続けます。」と言うミッションの
元活動をされています。
つい先日まで、クラウドファンディングで『難病のティー

ンエイジャーが本気で遊べるゲーミングルームを作りた
い』とう、取り組みをされていました。
目標金額には達成し、改装プランもスタートしている

そうです。

本日、子どもホスピスについてのお話を伺いたいと、担
当の方にお伺いさせていただきましたが、スケジュール
が合わず後日調整いただければと思います。
6月末までに、実際に活動を行うのは難しいと思います
が、このような中でも何ができると言うご意見をいただ
き、今年度、次年度へとつなげていければと思います。

卓 話

・区長と連携をとり、緑地公園やその他イベントを合同
でやってみてはどうか。

・貧困や青少年の様々な問題点をサポート
・食育や職場体験など、芸術性の高いイベントの開催
や参加型行事

・体で奉仕するかお金で奉仕するかを明確にし、できる
ことを実行する

・青少年奉仕とは何かを改めて考え、ロータリーでなく
てはできないことを考えてはどうか。例えば、以前ラ
イラに参加することでリーダー育成という企画が
あった。

・体で奉仕という観点から、東レアローズが青少年のバ
レーボール教室をするのはどうか。

・クラブの予算だけで実施するには制限もあるが、有志
でお金を集めて実行するのもいいのではないか。

・元々鶴見区ではイベントも多数実行していたので、合
同開催というのはいいと思う。
　区長アポはいつでも取れる。
・ピンクリボンコンサートを過去に鶴見区で行った。ス
ポンサーを見つけて合同でするのがいいのではな
いか。

・区民祭りや国際交流の集いで横堤中学校とは深い交
流があった。復活させてはどうか。

担当：稲垣会員

担当： 青少年奉仕　源委員長
クラブフォーラム（青少年奉仕部門）

鶴見区との青少年奉仕活動について

　皆さまからのご意見




